
(57)【要約】
【課題】本発明者らは、乳酸菌と還元性成分のビタミンＣ等を配合した整腸薬では、還元
性成分の空気酸化と摂取後に食物に含まれる鉄イオンや銅イオン等による酸化のために酸
化型に変化し充分な整腸効果が得られない事がある。
そこで、本発明者は還元性成分の空気酸化や鉄イオンや銅イオン等の遷移金属イオンによ
る酸化を防ぐことが、より確実な効果を期待するために必要と考えた。
【解決手段】本発明は、還元性成分および乳酸菌を含む有産菌組成物および食品である。
還元性成分はビタミンＣ、Ｌ－システイン、ビタミンＢ２ 、ビタミンＢ６ 、ビタミンＥ、
オロチン酸、ニコチン酸、パントテン酸、ビオチン、グルクロン酸、グルタチオンおよび
ヨクイニンからなる群から選択される２種以上である。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ビ タ ミ ン Ｃ 、 Ｌ － シ ス テ イ ン 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 オ ロ チ ン 酸 、
ニ コ チ ン 酸 、 パ ン ト テ ン 酸 、 ビ オ チ ン 、 グ ル ク ロ ン 酸 、 グ ル タ チ オ ン お よ び ヨ ク イ ニ ン か
ら な る 還 元 性 成 分 の 群 か ら ２ 種 以 上 お よ び 乳 酸 菌 を 含 む 乳 酸 菌 整 腸 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
還 元 性 成 分 が ビ タ ミ ン Ｃ 、 Ｌ － シ ス テ イ ン 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ お よ び ビ タ ミ ン
Ｅ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 乳 酸 菌 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
還 元 性 成 分 が Ｌ － シ ス テ イ ン お よ び ビ タ ミ ン Ｃ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 乳 酸 菌 整 腸 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 乳 酸 菌 整 腸 組 成 物 を 含 有 す る 食 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 還 元 性 成 分 お よ び 乳 酸 菌 を 含 む 乳 酸 菌 整 腸 組 成 物 お よ び そ の 利 用 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ビ タ ミ ン Ｃ な ど の 還 元 性 成 分 を 含 有 す る 食 品 や 薬 剤 は 、 抗 酸 化 能 を 有 す る た め 体 内 の 酸 化
物 質 の 除 去 お よ び 酸 化 の 予 防 に 有 効 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 ビ タ ミ ン Ｃ を 用 い た 健 康
食 品 用 製 剤 は 、 グ ル コ マ ン ナ ン と ビ タ ミ ン Ｃ を 主 成 分 と し 、 こ れ に 弱 還 元 性 物 質 を 添 加 し
た も の が 出 願 さ れ て い る （ 特 開 昭 ６ ０ － ５ ４ ３ ２ １ ） 。 ま た 、 抗 酸 化 能 を 上 昇 さ せ る た め
に 、 抗 酸 化 性 の ビ タ ミ ン 剤 の 多 量 摂 取 に 代 わ る も の と し て 天 然 の 抗 酸 化 抗 酸 化 物 質 と 高 抗
酸 化 性 を 有 す る 抗 酸 化 ス ト レ ス 物 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 第 ２ ９ ０ ３ ３ １ ８ 号 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
乳 酸 菌 と 還 元 性 成 分 の ビ タ ミ ン Ｃ 等 を 配 合 し た 整 腸 薬 で は 、 還 元 性 成 分 の 空 気 酸 化 と 摂 取
後 に 食 物 に 含 ま れ る 鉄 イ オ ン や 銅 イ オ ン 等 に よ る 酸 化 の た め に 酸 化 型 に 変 化 し 充 分 な 整 腸
効 果 が 得 ら れ な い 事 が あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 者 は 還 元 性 成 分 の 空 気 酸 化 や 鉄 イ オ ン や 銅 イ オ ン 等 の 遷 移 金 属 イ オ ン に よ
る 酸 化 を 防 ぐ こ と が 、 よ り 確 実 な 効 果 を 期 待 す る た め に 必 要 と 考 え た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 還 元 性 成 分 お よ び 乳 酸 菌 を 含 む 有 産 菌 組 成 物 で あ る 。 還 元 性 成 分 は ビ タ ミ ン Ｃ
、 Ｌ － シ ス テ イ ン 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 オ ロ チ ン 酸 、 ニ コ チ ン 酸
、 パ ン ト テ ン 酸 、 ビ オ チ ン 、 グ ル ク ロ ン 酸 、 グ ル タ チ オ ン お よ び ヨ ク イ ニ ン か ら な る 群 か
ら 選 択 さ れ る ２ 種 以 上 で あ る 。 好 ま し く は 還 元 性 成 分 が ビ タ ミ ン Ｃ 、 Ｌ － シ ス テ イ ン 、 ビ
タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ お よ び ビ タ ミ ン Ｅ で あ る 。 さ ら に 好 ま し く は 還 元 性 成 分 が Ｌ －
シ ス テ イ ン お よ び ビ タ ミ ン Ｃ で あ る 。 さ ら に 本 発 明 は 、 こ の よ う な 乳 酸 菌 整 腸 組 成 物 を 含
有 す る 食 品 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
乳 酸 菌 と し て は Ｌ ． ａ ｃ ｉ ｄ ｏ ｐ ｈ ｉ ｌ ｕ ｓ ， 　 Ｌ ． ｃ ａ ｓ ｅ ｉ ， 　 Ｌ ． ｇ ａ ｓ ｓ ｅ ｒ ｉ
， 　 Ｌ ． ｄ ｅ ｌ ｂ ｒ ｕ ｅ ｃ ｋ ｉ ｉ ， 　 Ｌ ． ｂ ｕ ｌ ｇ ａ ｒ ｉ ｃ ｕ ｓ ， 　 Ｌ ． ｌ ａ ｃ ｔ ｉ ｓ ，
　 Ｌ ． ｈ ｅ ｌ ｖ ｅ ｔ ｉ ｃ ｕ ｓ ， 　 Ｌ ． ｊ ｕ ｇ ｕ ｒ ｔ ｉ ， 　 Ｌ ． ｆ ｅ ｒ ｍ ｅ ｎ ｔ ｕ ｍ ， 　 Ｓ
． ｔ ｈ ｅ ｒ ｍ ｏ ｐ ｈ ｉ ｌ ｕ ｓ ， 　 Ｓ ． ｌ ａ ｃ ｔ ｉ ｓ ， 　 Ｓ ． ｆ ａ ｅ ｃ ｉ ｕ ｍ ， 　 Ｓ ． ｆ ａ
ｅ ｃ ａ ｌ ｉ ｓ ， 　 Ｂ ． ｂ ｉ ｆ ｉ ｄ ｕ ｍ ， 　 Ｂ ． ｉ ｎ ｆ ａ ｎ ｔ ｉ ｓ ， 　 Ｂ ． ｂ ｒ ｅ ｖ ｅ ， 　
Ｂ ． ｌ ｏ ｎ ｇ ｕ ｍ 等 を 用 い る こ と が で き る 。 乳 酸 菌 は 整 腸 作 用 に よ っ て 便 秘 を 解 消 し 、 さ
ら に 吹 き 出 物 や 肌 の 調 子 を 整 え る 美 肌 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ビ タ ミ ン Ｃ は 食 物 中 の 鉄 イ オ ン や 銅 イ オ ン の 存 在 下 に 急 速 に 酸 化 さ れ る 。 こ の 酸 化 は 鉄 イ
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オ ン や 銅 イ オ ン を 結 合 す る Ｌ － シ ス テ イ ン 等 の 還 元 性 成 分 に よ っ て 防 止 す る こ と が で き る
。 Ｌ － シ ス テ イ ン は ビ タ ミ ン Ｃ の 酸 化 を 抑 え る 効 果 が あ る 。 ま た 、 還 元 性 成 分 で あ る Ｌ －
シ ス テ イ ン の 添 加 に よ り 、 比 較 的 安 定 性 が 悪 い ビ タ ミ ン Ｃ の 安 定 化 が 図 ら れ る 。 よ っ て Ｌ
－ シ ス テ イ ン お よ び ビ タ ミ ン Ｃ を 含 ま せ た 整 腸 組 成 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 乳 酸 菌 含 有 の 整 腸 組 成 物 は 、 還 元 性 成 分 を 含 ま せ た こ と に よ り 、 乳 酸 菌 の 生 育 や
整 腸 等 、 直 接 的 あ る い は 間 接 的 に 胃 腸 の 調 子 を 整 え る 作 用 を 有 す る 。 ま た 、 適 当 な 還 元 性
成 分 を 配 合 す る こ と に よ り 、 ビ タ ミ ン Ｃ 等 の 還 元 性 ビ タ ミ ン の 酸 化 に よ る 劣 化 を 防 止 し 、
こ れ に よ り 確 実 な 整 腸 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。
実 施 例 １ （ 粉 末 食 品 ）
以 下 の 配 合 の 乳 酸 菌 組 成 物 （ 混 合 粉 末 ） を 調 製 し た 。
乳 酸 菌 （ Ｂ ． ｌ ｏ ｎ ｇ ｕ ｍ ） ６ ０ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 　 １ ０ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｃ 　 ３ ３ ３ ｇ 、 グ ル
タ チ オ ン ２ ｇ と 抹 茶 １ ｋ ｇ 、 砂 糖 　 １ ０ ０ ｇ を 混 合 機 に て 混 合 し て 　 １ ． ５ ｋ ｇ の 粉 末 混
合 物 を 得 た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 施 例 ２ （ 粉 末 コ コ ア 飲 料 ）
粉 末 コ コ ア 飲 料 と し て 以 下 の 配 合 の 乳 酸 菌 組 成 物 （ 混 合 粉 末 ） を 調 製 し た 。
乳 酸 菌 （ Ｌ ． ａ ｃ ｉ ｄ ｏ ｐ ｈ ｉ ｌ ｕ ｓ ， 　 Ｂ ． ｌ ｏ ｎ ｇ ｕ ｍ ） の ２ 種 を 各 ２ ０ ｇ 、 ビ タ ミ
ン Ｂ ２ ３ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｃ 　 ３ ３ ３ ｇ 、 Ｌ － シ ス テ イ ン ２ ０ ｇ と 乾 燥 ビ ー ル 酵 母 　 ５ ０ ０ ｇ
、 コ コ ア 粉 末 　 １ ０ ０ ｇ 、 砂 糖 　 １ ０ ０ ｇ を 混 合 機 に て 混 合 し て 　 １ ． ５ ｋ ｇ の 粉 末 混 合
物 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
実 施 例 ３ （ 医 薬 品 ）
医 薬 品 と し て 以 下 の 配 合 の 乳 酸 菌 組 成 物 （ 錠 剤 ） を 調 製 し た 。
ビ タ ミ ン Ｂ ２ 　 ０ ． ２ ｋ ｇ 、 ビ タ ミ ン Ｃ 　 ７ ｋ ｇ 、 Ｌ － シ ス テ イ ン 　 ０ ． ４ ｋ ｇ と 乳 糖 ５
ｋ ｇ 、 コ ー ン ス タ ー チ ４ ｋ ｇ 、 コ リ ド ン 　 ０ ． ５ ｋ ｇ を 混 合 機 に て 混 合 し て 流 動 層 造 粒 器
に て 造 粒 し 、 乾 燥 後 、 乳 酸 菌 （ Ｌ ． ｃ ａ ｓ ｅ ｉ ， 　 Ｌ ． ｌ ａ ｃ ｔ ｉ ｓ ， 　 Ｂ ． ｌ ｏ ｎ ｇ ｕ
ｍ ） の ３ 種 を 各 ０ ． ８ ｋ ｇ 、 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ０ ． １ ｋ ｇ の 粉 末 混 合 物 を 加 え 混
合 後 、 打 錠 し て 錠 剤 １ ８ ｋ ｇ を 得 た 。
【 ０ ０ １ １ 】
実 施 例 ４ （ Ｌ － ア ス コ ル ビ ン 酸 の 酸 化 抑 制 試 験 ）
試 験 方 法
▲ １ ▼ Ｃ ｕ Ｓ Ｏ ４ ・ ５ Ｈ ２ Ｏ 水 溶 液 ２ ｍ ｌ （ Ｃ ｕ ： ４ ０ μ ｇ ま た は ４ ０ ０ μ ｇ 相 当 ） 、 水
１ ８ ｍ ｌ 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 水 溶 液 （ ４ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ｍ ｌ ） 、 塩 酸 シ ス テ イ ン 水 溶 液 （ ２ ．
４ ｍ ｇ ／ １ ０ ｍ ｌ ） を 共 栓 付 き 遠 心 沈 殿 管 に 正 確 に と る 。 こ の 水 溶 液 ２ ｍ ｌ を 正 確 に と り
、 メ タ リ ン 酸 （ １ → ２ ０ ） 試 液 を 加 え 正 確 に ２ ０ ｍ ｌ に 定 容 す る 。 共 栓 付 き 遠 心 沈 殿 管 を
１ ５ 分 ま た は ６ ０ 分 間 激 し く 振 り 混 ぜ た 後 、 こ の 水 溶 液 ２ ｍ ｌ を 正 確 に と り 、 メ タ リ ン 酸
（ １ → ２ ０ ） 試 液 を 加 え 正 確 に ２ ０ ｍ ｌ に 定 容 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
▲ ２ ▼ Ｃ ｕ Ｓ Ｏ ４ ・ ５ Ｈ ２ Ｏ 水 溶 液 ２ ｍ ｌ （ Ｃ ｕ ： ４ ０ μ ｇ ま た は ４ ０ ０ μ ｇ 相 当 ） 、 水
２ ８ ｍ ｌ 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 水 溶 液 （ ４ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ｍ ｌ ） を 共 栓 付 き 遠 心 沈 殿 管 に 正 確 に
と り 、 同 様 に 操 作 す る 。
▲ ３ ▼ 水 ２ ０ ｍ ｌ 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 水 溶 液 （ ４ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ｍ ｌ ） 、 塩 酸 シ ス テ イ ン 水 溶
液 （ ２ ． ４ ｍ ｇ ／ １ ０ ｍ ｌ ） を 共 栓 付 き 遠 心 沈 殿 管 に 正 確 に と り 、 同 様 に 操 作 す る 。
▲ ４ ▼ ア ス コ ル ビ ン 酸 水 溶 液 （ ４ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ｍ ｌ ） ２ ０ ｍ ｌ 、 水 ２ ０ ｍ ｌ を 共 栓 付 き 遠
心 沈 殿 管 に 正 確 に と り 、 同 様 に 操 作 す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
試 料 溶 液 ▲ １ ▼ ～ ▲ ４ ▼ を 各 々 ２ ０ μ ｌ ず つ を 正 確 に と り 、 次 の 条 件 で 液 体 ク ロ マ ト グ ラ
フ 法 に よ り 試 験 を 行 う 。 １ ５ 分 ま た は ６ ０ 分 間 激 し く 振 り 混 ぜ た 水 溶 液 に つ い て 開 始 時 の
ピ ー ク エ リ ア を １ ０ ０ ％ と し て 比 較 す る 。
・ 試 験 条 件
検 出 器 ： 紫 外 線 吸 光 光 度 計 （ 測 定 波 長 ： ２ ５ ４ ｎ ｍ ）
カ ラ ム ： Ｓ ｈ ｏ ｄ ｅ ｘ 　 Ａ ｓ ａ ｈ ｉ ｐ ａ ｋ 　 Ｎ Ｈ ２ Ｐ － ５ ０ 　 ４ Ｅ （ 昭 和 電 工 （ 株 ） 、 内
径 ４ ． ６ × ２ ５ ０ ｍ ｍ ）
カ ラ ム 温 度 ： ４ ０ ℃ 付 近 の 一 定 温 度
移 動 相 ： ア セ ト ニ ト リ ル ／ 薄 め た リ ン 酸 （ ４ → １ ０ ０ ０ ） 溶 液 混 液 （ ８ ０ ： ２ ０ ）
流 速 ： Ｌ － ア ス コ ル ビ ン 酸 の 保 持 時 間 が 約 ６ 分 に な る よ う に 調 製 す る 。 （ １ ． ０ ｍ ｌ ／ 分
程 度 ）
試 験 結 果
還 元 型 Ｌ － ア ス コ ル ビ ン 酸 の 酸 化 は 銅 イ オ ン の 存 在 下 で 顕 著 で あ り 、 そ の 酸 化 は シ ス テ イ
ン の 添 加 に よ り 抑 制 す る こ と を 確 認 し た （ 表 １ ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 表 １ 】
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